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1. 総代会の仕組み（役割）

　総代は、総代会での意思決定が広く組合員の意思を反映
し適切に行われるよう、組合員の幅広い層の中から、定款
及び総代選挙規程に基づき、公正な手続きを経て選出され
ます。

（1）総代の選出方法
　総代は組合員であることが前提条件であり、総代選
挙規程等に則り、地区（選挙区）ごとに自ら立候補し
た方の中から、その地区（選挙区）に属する組合員に
より、公平に選挙を行い選出されます。
　なお、総代候補者（立候補者）の数が当該地区にお

2. 総代の選出方法、任期、定数
ける総代定数を超えない場合は、その候補者（立候補者）
を当選者として投票は行っておりません。

（2）総代の任期・定数
　総代の任期は 3 年となっております。なお、当組合
は地区（選挙区）を 77 の区に分け、総代の選出を行っ
ています。
　総代の定数は、100 人以上 132 人以内です。地区別
の定数は、地区の組合員数と総組合員数の按分比によ
り算出しております（令和 5 年 3 月 31 日現在の組合
員総数は 210,517 名）。

　第 73 回通常総代会が、令和 5 年 6 月 28 日午後 2 時より、　　　 　本店で開催されました。当日は、総代総数 128 名（出席
総代 68 名、議決書による出席 59 名）のもと、全議案が承認可決されました。

3. 総代会の決議事項

【議案】
報告事項
　第73期事業報告､貸借対照表､損益計算書の報告について
決議事項
　第1号議案　第73期剰余金処分（案）承認について
　第2号議案　令和5年度事業計画収支予算（案）承認について
　第3号議案　令和5年度借入金限度額について
　第4号議案　組合員の法定脱退について
　第5号議案　定款の改定について
各議案について全員異議なく原案どおり承認可決されました。
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　信用組合は、組合員の相互扶助の精神を基本理念に金
融活動を通じて経済的地位の向上を図ることを目的とし
た協同組織金融機関です。また、信用組合には、組合員
の総意により組合の意思を決定する機関である「総会」
が設けられており、組合員は出資口数に関係なく、一人
一票の議決権及び選挙権を持ち、総会を通じて信用組合
の経営等に参加することができます。
　しかし、当組合は、組合員 210,517 名（令和 5 年 3 月
末）と多く、総会の開催が困難なため、中小企業等協同
組合法及び定款の定めるところにより「総代会」を設置
しています。
　総代会は、総会と同様に組合員一人ひとりの意思が信
用組合の経営に反映されるよう、組合員の中から適正な

手続きにより選挙された総代により運営され、組合員の
総意を適正に反映し、充実した審議を確保しています。
また、総代会は、当組合の最高意思決定機関であり、決
算や事業活動等の報告が行われるとともに、剰余金処分、
事業計画の承認、定款変更、理事・監事の選任など、当
組合の重要事項に関する審議、決議が行われます。
　総代は、組合員の代表として、総代会を通じて組合員
の信用組合に対する意見や要望を信用組合経営に反映さ
せる重要な役割を担っています。
　当組合では、総代会に限定することなく、総代地区懇
談会を実施するなど、日常の営業活動を通じて、総代や
組合員の皆さまとのコミュニケーションを大切にし、さ
まざまな経営改善に取り組んでいます。

業種別構成比年齢構成比
業種年代 人数（人）構成比率（%）人数（人）構成比率（%）

製造業
農業、林業
建設業
運輸業、郵便業
卸売業、小売業
不動産業、物品賃貸業
学術研究、専門・技術サービス業
宿泊業、飲食サービス業
生活関連サービス業、娯楽業
教育、学習支援業
医療、福祉
その他のサービス業
公務
その他
合計

30歳代
40歳代
50歳代
60歳代
70歳代
80歳代以上
合計

1
1
8
31
51
36
128

0.78
0.78
6.25
24.22
39.84
28.13
100.00

職業別構成比
職業 人数（人）構成比率（%）

法人役員
個人事業主
個人
合計

96
17
15
128

75.00
13.28
11.72
100.00

13
4
26
4
31
10
6
2
1
2
4
10
1
14
128

10.16
3.13
20.31
3.13
24.22
7.81
4.69
1.56
0.78
1.56
3.13
7.81
0.78
10.94
100.00

総代の属性別構成比
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4. 総代の選挙区・定数及び氏名
（令和5年6月28日現在）

選挙区 定数 現数 総代氏名

水 戸

土 浦

日 立

那珂湊

笠 間

小 川

大 穂

下 館

石 岡

下 妻

奥 谷

大 津

上水戸

多 賀

下 市

友 部

取 手

大 洗

古 河

勝 田

日 高

八千代

神 栖

千 波

水海道

結 城

守 谷

協 和

千束町

岩 井

波 崎

赤 塚

佐 貫

大みか

大 宮

駅 南

吉 沼

東 海

大 金 　 誠

桧 山　一 郎

青 山　和 義

飯 村　彰 浩

戸 祭 　 満

上 田　義 徳

小 林　大 輔

幡 谷　貞 賢

久保谷　　浩

根 本　勝 利

岡 野 　 忠

野 中　博 通

飯 田 　 健

鴨志田　　勇

大 槻　勇 夫

菊 池　清 次

瀧 田　靖 章

大 場　信 行

藤川　才次郎

海老原　孝志

山 戸　章 弘

大 熊　恒 雄

川 嶋 広 行

宇佐美　吉郎

廏 塚　幹 夫

海老原　孝治

中 野　一 徳

鈴 木 　 弘

星 野　秀 明

会 田　真 一

古 谷 　 忠

齋 藤　武 彦

稲毛田　敏夫

下 舘　三 久

桂 木　功 雄

宮 本 　 喬

橘　　雄一郎

鯉 渕　一 志

中 村 　 登

塚 越　正 章

落 合　政 三

田 中　睦 啓

林 　 修

石 川 　 弘

滑 川　敏 夫

黒 澤　信 忠

安 見　道 也

幡 谷 　 勉

佐 藤 　 満

山 口 　 明

本 橋　正 直

塙 　 正 明

宇 野　健 司

武 藤　純 一

尾 曽　正 人

黒 澤 　 勉

宮 本 　 清

坂場　辰之介

米 原　秀 明

空 岡　康 雄

吉 本　進 一

杉 森　皎 二

小 林 　 誠

尾 又 　 昌

為我井　和彦

加 藤　静 雄

幡 谷　浩 史

中 山　寿 朗

堀 川 　 始

寺 田　和 雄

塙 　 信

髙 橋　春 夫

西 山　慎 一

兼 子 　 毅

関 　 猛

髙 橋 　 昭

寺 内　義 與

小野坡　久雅

山 縣　敏 史

丹 羽　英 輔

渡 邉　和 美

菊 地　正 光

小 林 　 優

戸 苅　治 雪

福 田　房 義

野 口　幸 治

中 山　博 道

林 　 順 藏

潭

潺

潸

漓

澁

潸

澁

漓

澆

漓

澆

潸

澀

潺

澁

潸

潸

漓

澁

滷

漓

澁

澆

澁

潯

漓

潸

潯

漓

澆

潸

潸

澆

潸

澂

漓

潛

潸

潼

潺

滷

漓

漓

澁

澀

潺

澀

潛

澆

潺

澆

澆

潺

澆

潯

澆

澆

潘

澁

澆

澁

潯

滷

澁

澆

潸

澣

澁

漓

澆

潸

潺

澆

澀

澆

澀

菊 池    義 滷

漓

潛

漓

澀

潸

漓

澆

潺

潺

漓

潛

潺

潯

澆

澆

澆

潺

潺

潺

潸

漓

漓

滷

澁

潛

潛

潛

澆

澆

滷

潸

潭

漓

澀

漓

澀

漓

漓

漓

滷

澁

潸

澁

澁

潸

澆

潸

澀

濳

潺

潸

益 子　恒 雄

髙 橋　良 一

初 見 　 修

飯 田　昇 一

服 部　俊 彦

海 野　一 夫

櫻 井　義 男

柿 沼　悦 郎

倉 持　幸 男

笹 本　高 男

庄 司　泰 世

坂 田　武 久

石 井　隆 之

浅 賀　宗 和

知 久 由 夫

杉 原 美 文

渡邉　甚一郎

西 野　輝 男

中 島　重 雄

斉 藤 　 久

橋 本　雅 之

野 口　和 茂

川 尻　和 利

猪ノ原　昭廣

山 口　忠 男

日 下　清 隆

前 川　静 夫

小 田　照 男

荘 司　良 一

栗 原 　 宏

河 村　由 春

長谷部　正敏

河 野　英 市

鈴 木　邦 道

稲 田 　 大

三 代 　 忠

和 田　芳 信

松 坡　里 志

宇 野　英 夫

4

2

6

2

2

2

3

2

2

3

3

2

3

5

3

2

2

2

2

3

2

2

3

2

3

2

3

2

2

2

1

2

1

1

2

1

1

2

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

129

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

128

4

2

6

2

2

2

3

2

2

2

3

2

3

5

3

2

2

2

2

3

2

2

3

2

3

2

3

2

2

2

1

2

1

1

2

1

1

2

選挙区 定数 現数 総代氏名

荒川沖

谷田部

三 和

岩 間

神 立

那 珂

牛 久

境

見 和

鹿 島

吉 田

内 原

大 子

岩 瀬

総 和

阿 見

石 下

中 根

茎 崎

伊 奈

明 野

石岡東

江戸崎

関 城

知 手

藤 代

美野里

鉾 田

県庁前

土浦並木

つくば中央

勝田中央

佐 和

田 彦

高 萩

久慈浜

十 王

潮来牛堀

常陸太田

合 計
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（敬称略）※氏名の後に就任回数を記載しております。


